
鶴見川中流域の風景（昭和30年代後半）

「
私
は
一
昨
年
十
月
に
結
婚
し
ま
し
て
、
こ
の
戸
塚
区
に
住
む
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
東
京
か
ら
横
浜
へ
移
る
時
は
、
横
浜
市
と

い
う
こ
と
で
、
港
の
あ
る
ヨ
コ
ハ
マ
に
住
め
る
の
だ
と
、
今
考

え
る
と
大
変
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
に
考
え
て
お
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
こ
の
戸
塚
区
に
住
ん
で
み
ま
す
と
、
港
ど
こ
ろ
か
大
変
な
田

舎
に
き
た
も
の
だ
と
が
っ
か
り
し
て
い
ま
す
。
こ
の
汲
沢
方
面

は
道
ら
し
い
道
が
一
つ
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
雨
が
二
、
三
日
降

れ
ば
長
靴
で
半
分
く
ら
い
は
土
の
中
に
入
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

そ
れ
を
三
十
分
も
か
か
っ
て
バ
ス
停
留
所
ま
で
行
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
苦
情
は
、
道
路
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ガ
ケ

崩
れ
の
危
険
、
ご
み
の
回
収
、
水
道
の
こ
と
な
ど
、
毎
日
の
生

活
が
い
や
に
な
る
く
ら
い
あ
り
ま
す
。
あ
こ
が
れ
の
港
に
も
、

昨
年
か
ら
た
っ
た
一
回
行
っ
た
だ
け
で
す
。
」

（
戸
塚
区
・
主
婦
二
十
七
歳
）

　
こ
れ
は
、
横
浜
市
の
最
初
の
市
民
生
活
白
書
「
市
民
生
活
白

書
3
9
」
の
冒
頭
に
、
掲
載
さ
れ
た
「
市
長
へ
の
手
紙
」
の
一
部

で
あ
る
。
こ
の
白
書
が
刊
行
さ
れ
た
昭
和
三
十
九
年
は
、
新
幹

線
が
開
通
し
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
か
れ
、
日
本
社
会
全

横
浜
は
今

最
初
の
白
書
が
語
る
三
十
三
年
前
の
横
浜
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鶴見川中流域の風景（平成８年）

体
が
活
気
に
満
ち
、
高
度
経
済
成
長
期
と
言
わ
れ
て
い
た
時
期

だ
。
三
十
数
年
前
、
一
人
の
匿
名
の
市
民
か
ら
、
時
の
市
長
に

向
け
て
書
か
れ
た
こ
の
手
紙
は
、
当
時
の
横
浜
の
課
題
を
あ
り

の
ま
ま
に
映
し
出
し
て
い
る
。
昭
和
三
十
年
代
か
ら
四
十
年
代

に
か
け
て
、
横
浜
市
の
人
口
は
百
万
人
か
ら
二
百
五
十
万
人
へ

と
激
増
す
る
。
そ
の
三
分
の
二
が
社
会
増
で
あ
り
、
大
部
分
が

こ
の
手
紙
の
主
婦
の
よ
う
に
東
京
か
ら
、
住
む
場
所
を
求
め
て

横
浜
に
や
っ
て
来
た
転
入
者
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
こ
の
白

書
が
刊
行
さ
れ
た
昭
和
三
十
九
年
の
横
浜
市
の
年
間
社
会
増
は
、

約
六
万
人
で
、
現
在
の
逗
子
市
の
人
口
と
ほ
ぼ
等
し
い
。

　
大
量
の
転
入
者
は
、
港
北
区
（
現
在
は
分
区
さ
れ
て
港
北
区
、

緑
区
、
青
葉
区
、
都
筑
区
）
や
戸
塚
区
（
現
在
は
分
区
さ
れ
て

戸
塚
区
、
栄
区
、
泉
区
、
瀬
谷
区
）
と
い
っ
た
、
東
京
へ
の
通

勤
圏
で
あ
る
郊
外
区
に
集
中
し
た
。

　
当
時
、
横
浜
の
郊
外
は
、
広
大
な
田
園
地
帯
で
あ
っ
た
。
昭

和
三
十
五
年
の
時
点
で
、
市
域
の
二
分
の
一
が
農
地
山
林
だ
っ

た
ほ
ど
で
あ
る
。
昭
和
三
十
九
年
の
横
浜
市
が
い
か
に
こ
の
手

紙
の
い
う
意
味
で
の
「
田
舎
」
で
あ
っ
た
か
、
都
市
基
盤
に
関

す
る
環
境
指
標
を
見
て
み
よ
う
。
例
え
ば
、
道
路
舗
装
率
が
三

七
・
〇
％
、
下
水
道
普
及
率
が
九
・
〇
％
（
水
洗
化
普
及
率
に

な
る
と
僅
か
一
・
二
％
に
過
ぎ
な
い
）
、
上
水
道
の
普
及
率
八

一
・
〇
％
と
、
東
京
を
始
め
、
大
阪
、
名
古
屋
な
ど
他
の
五
大

都
市
と
比
較
し
て
、
ど
れ
も
最
低
に
近
い
水
準
で
あ
っ
た
。

プレハブ校舎での入学式（昭和40年代）新校舎を背にした子ども達（平成９年）



谷津坂（現能見台）周辺から根岸湾を望む（昭和30年代後半）

　
ま
た
、
当
時
、
郊
外
部
で
の
ご
み
の
収
集
回
数
は
不
定
期
で
、

月
一
～
二
回
程
度
。
市
内
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
し
て
も
、

市
街
地
に
は
市
電
が
走
っ
て
い
た
が
、
市
街
地
と
郊
外
部
、
鉄

道
主
要
駅
と
郊
外
部
の
住
宅
地
を
結
ぶ
公
共
交
通
網
は
、
極
め

て
乏
し
い
状
態
で
あ
っ
た
。

　
小
・
中
学
校
な
ど
の
教
育
施
設
に
つ
い
て
も
、
事
情
は
同
じ

で
、
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
と
児
童
数
の
増
加
に
よ
る
慢
性
的
な
教
室

不
足
に
よ
っ
て
、
市
内
の
小
学
校
全
学
級
の
三
分
の
一
が
五
十

人
以
上
の
す
し
詰
め
教
室
の
状
態
で
あ
り
、
宅
地
造
成
の
ス
ピ

ー
ド
に
学
校
建
設
が
追
い
つ
か
ず
、
午
前
と
午
後
で
児
童
を
入

れ
替
え
る
「
二
部
授
業
」
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
学
校
や
、
プ

レ
ハ
ブ
校
舎
で
し
の
ぐ
学
校
す
ら
あ
っ
た
。

　
　
「
市
民
生
活
白
書
3
9
」
で
は
、
こ
の
手
紙
の
ほ
か
に
も
東
京
か
ら

移
転
し
て
き
た
市
民
の
怒
り
の
訴
え
を
幾
つ
か
紹
介
し
て
い
る
が
、

延
々
と
続
く
ど
ろ
ん
こ
道
と
な
か
な
か
や
っ
て
来
な
い
糞
尿
の
く
み

取
り
、
時
に
は
、
井
戸
水
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
生
活
用
水
。
街
の

い
た
る
と
こ
ろ
で
、
ご
み
が
腐
り
、
ハ
エ
が
た
か
っ
た
ま
ま
放
置
さ

れ
て
い
る
状
態
な
ど
、
手
紙
を
読
む
限
り
近
代
的
な
都
市
サ
ー
ビ
ス

に
は
、
か
な
り
距
離
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
を
反
映
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
、
昭
和
四

十
年
に
横
浜
市
が
市
民
に
対
し
て
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、

横
浜
市
を
”
ふ
る
さ
と
“
と
考
え
て
い
る
市
民
は
、
四
九
・
〇
％
。

ま
た
今
後
も
ず
っ
と
住
み
続
け
よ
う
と
い
う
意
向
を
持
つ
市
民
も

生活満足度の経年変化 「横浜市民意識調査」（平成８年度・横浜市）



能見台周辺から根岸湾を望む（平成８年）

　
最
初
の
白
書
が
刊
行
さ
れ
て
か
ら
三
十
数
年
―
平
成
六
年
に

横
浜
市
の
人
口
は
、
戦
後
初
め
て
の
社
会
減
と
な
っ
た
。
平
成

八
年
、
再
び
社
会
増
に
転
じ
る
が
、
こ
れ
は
転
入
者
が
増
え
た

の
で
は
な
く
、
転
出
者
が
大
幅
に
減
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。
ま
た
、
出
生
数
が
減
少
し
死
亡
数
が
増
加
し
て
い
る
た

め
、
自
然
増
も
減
少
傾
向
に
あ
る
。
日
本
経
済
の
成
熟
化
の
な

か
で
、
横
浜
市
の
人
口
も
落
ち
着
き
を
示
し
つ
つ
あ
る
の
だ
。

　
一
方
で
、
市
民
生
活
の
基
盤
と
な
る
都
市
環
境
も
整
備
さ
れ
て

来
た
。
例
え
ば
、
平
成
七
年
度
末
の
下
水
道
普
及
率
は
、
九
七
・

〇
％
（
水
洗
化
率
も
九
七
・
〇
％
）
。
道
路
舗
装
率
は
、
九
三
・

八
％
。
上
水
道
も
一
〇
〇
％
完
備
し
、
ご
み
に
つ
い
て
も
現
在
、

週
三
回
の
定
期
回
収
が
行
わ
れ
、
平
成
八
年
度
か
ら
分
別
収
集
が

始
ま
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の
よ
う
な
資
源
化
・
減
量
化
の
た

め
の
市
民
利
用
施
設
も
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
地
下
鉄
が
戸
塚
か

ら
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
、
あ
ざ
み
野
ま
で
伸
び
、
郊
外
部
と
都
心

部
を
結
ん
で
い
る
。
ま
た
、
郊
外
部
の
バ
ス
路
線
も
昭
和
三
十
九

年
時
に
比
べ
れ
ば
、
格
段
に
充
実
し
た
。
さ
ら
に
、
児
童
数
の
減

少
に
よ
っ
て
、
一
学
年
一
ク
ラ
ス
の
学
校
も
存
在
す
る
ほ
ど
に
な

り
、
学
校
の
空
き
教
室
を
活
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
が
整

都
市
環
境
の
成
熟
化
と
定
住
化
社
会
の
到
来

四
二
・
九
％
と
ど
ち
ら
も
過
半
数
に
届
い
て
い
な
か
っ
た
。

定日制収集が始まった頃（昭和30年代後半）缶・びん分別収集(平成９年）



新横浜周辺から横浜港を望む（昭和30年代）

備
さ
れ
、
は
ま
っ
子
ふ
れ
あ
い
ス
ク
ー
ル
と
い
っ
た
放
課
後
の
児

童
の
ふ
れ
あ
い
の
場
も
確
保
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
地
域
社
会
の
成
熟
化
は
、
市
民
意
識
に
も
反
映

し
て
き
て
い
る
。
平
成
八
年
度
の
市
民
意
識
調
査
で
は
、
七
六
・

〇
％
の
市
民
が
「
自
分
の
生
活
に
満
足
し
て
い
る
」
と
答
え
、
家
族

や
生
活
の
こ
と
で
、
「
心
配
ご
と
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が
、
全
く
な

い
」
と
答
え
る
市
民
も
五
一
・
一
％
と
過
半
数
を
越
え
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
平
成
六
年
度
の
市
民
意
識
調
査
で
は
、
「
横
浜
市
に

対
し
て
、
要
望
や
不
満
を
感
じ
た
こ
と
が
な
い
」
と
答
え
る
市

民
が
五
九
・
七
％
で
あ
る
よ
う
に
、
あ
る
意
味
で
、
切
迫
感
を

持
っ
て
、
行
政
に
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
し
な
く
て
も
、
多
く
の
市

民
が
、
不
自
由
を
感
じ
ず
に
日
常
を
送
れ
る
時
代
に
な
っ
た
の

か
も
知
れ
な
い
。
平
成
八
年
度
の
市
民
意
識
調
査
で
、
横
浜
市

で
の
定
住
意
向
を
持
つ
市
民
は
八
〇
・
四
％
。
単
純
に
比
較
は

で
き
な
い
が
、
昭
和
四
十
年
時
と
比
べ
て
、
横
浜
に
住
み
続
け

た
い
と
い
う
市
民
が
約
二
倍
に
な
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

　
で
は
、
今
の
横
浜
は
真
に
「
満
足
し
て
住
め
る
」
都
市
に
な

っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
八
割
近
い
市
民
が
、
今
の
自
分
の

生
活
に
満
足
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
応
じ
て
、
現
在
か
ら
将
来
に
渡
る
生
活
上
の
不
安
や
、

社
会
的
な
課
題
は
、
確
か
に
存
在
し
て
い
る
。
同
じ
く
平
成
八

年
度
の
市
民
意
識
調
査
で
、
「
心
配
ご
と
が
あ
る
」
と
回
答
し
た
、

四
八
・
二
％
の
市
民
の
心
配
ご
と
の
内
容
を
見
る
と
、
「
自
分
の



新横浜周辺から横浜港を望む（平成８年）

病
気
や
老
後
の
こ
と
」
（
一
八
・
四
％
）
が
第
一
位
、
「
子
ど
も
の

保
育
や
教
育
の
こ
と
」
（
一
〇
・
二
％
）
が
第
二
位
。
「
住
宅
の
こ

と
」
（
九
・
四
％
）
が
第
三
位
。
「
仕
事
や
職
場
の
こ
と
」
（
七
・

七
％
）
が
第
四
位
に
な
っ
て
お
り
、
独
身
者
、
夫
婦
の
み
の
世
帯

で
は
、
「
仕
事
や
職
場
の
こ
と
」
、
子
育
て
の
時
期
に
あ
る
市
民
は
、

「
子
ど
も
の
保
育
や
教
育
の
こ
と
」
、
高
齢
者
は
、
「
病
気
や
老
後

の
こ
と
」
が
そ
れ
ぞ
れ
心
配
ご
と
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
。

　
雨
の
日
に
長
靴
を
は
か
な
く
と
も
歩
け
る
よ
う
に
な
り
、
水
洗

ト
イ
レ
や
エ
ア
コ
ン
は
、
当
た
り
前
。
夜
中
で
も
コ
ン
ビ
ニ
に
行

け
ば
、
必
要
最
小
限
の
買
い
物
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か

し
、
”
豊
か
さ
“
の
中
で
、
将
来
の
仕
事
は
確
保
で
き
る
の
か
、
自

分
の
老
後
は
誰
が
面
倒
見
て
く
れ
る
の
か
、
子
ど
も
た
ち
は
ど
の

よ
う
に
育
つ
の
か
な
ど
、
冷
静
に
今
の
生
活
を
見
つ
め
る
と
、
多

く
の
疑
問
や
心
配
な
点
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
横
浜
市
で
、
最
初
に
刊
行
さ
れ
た
白
書
が
、
一
人
の
匿
名
の
主

婦
の
手
紙
か
ら
始
ま
っ
た
よ
う
に
、
私
た
ち
も
こ
の
白
書
で
、

「
仕
事
・
職
場
」
、
「
住
宅
・
暮
ら
し
」
、
「
子
育
て
・
教
育
」
、
「
病

気
・
老
後
」
と
い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
の
場
面
で
、
市
民
一
人

ひ
と
り
の
心
配
ご
と
や
悩
み
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
今
の
横
浜
が

直
面
し
て
い
る
課
題
に
再
び
、
手
紙
の
形
式
で
ア
ク
セ
ス
し
て
い

き
た
い
と
思
う
。
そ
し
て
、
こ
の
白
書
を
読
ん
だ
方
々
が
、
私
た

ち
や
こ
の
白
書
の
登
場
人
物
達
と
一
緒
に
、
こ
れ
か
ら
の
都
市
横

浜
の
行
く
方
向
を
考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

本牧を走る市電（昭和45年）港北ニュータウンを走る市高速鉄道３号線（平成９年）
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